
「結婚」や「出会い」に関する情報をお届けします！

えんむすび新聞
　こんにちは！川前地区地域おこし協力隊の長郷優佳です。

　協力隊活動期間も２年目になりました。そして、川前町で過ごす初め

ての春です！花々が気持ち良さそうに育っていたり、軽くて明るい色の

服装で過ごせるようになったり、春はワクワクドキドキ、嬉しい気持ちになりますね！

第 3回

　2021 年婚姻組数は、前年比 4.2%減の 514,242 組で、戦後最小の件数となりました。「結婚し

てから出産」が主流で、婚外子（法律上の婚姻関係がない男女間で生まれた子）が少ない日本

では、婚姻数の減少は出生数の減少に繋がります。2021 年の出生数は、前年比 3.4%減（29,78

6 人減）の 842,897 人となり、6 年連続で過去最小を更新しました。

　コロナ禍の 2020 年には、婚姻を予定していたカップルの 24.7% が婚姻延期や取りやめを決

断しています。その背景には、「親への挨拶や結婚式が実施できない」という、コロナ禍ならで

はの問題があるようです。（比較：2019 年婚姻予定者の延期・取りやめ割合 9.7%）

　また、現在恋人がいない 20〜40 代の未婚男女の約 3 割（恋愛意向のなかった人においても

約 1 割）が、コロナウイルス流行前と比べて、「恋人が欲しくなった / 結婚したくなった」と答

えています。恋愛や結婚に前向きになった理由として、「精神的に支え合える存在が欲しい」

「経済的に安定したい」「家族としての絆を得たい」「人間として成長したい」などが、高い割合

を占めています。コロナ禍だからこそ、「結婚による幸せ」を求める人が増えています。

　そんな中、2020 年婚姻者のうち、婚活サービスを通じて結婚した人は 16.5% で、3年連続過

去最高を更新しています。（恋愛や結婚意向のある）現在恋人がいない独身者においても、約 3

割が、結婚相談所や婚活イベントなどの婚活サービスの利用経験があります。特に、ネット系

婚活サービスや婚活アプリの利用経験率が高く、「コロナ禍でも気軽に婚活できる」オンライン

の活用が進んでいることが分かります。

「現在の結婚状況」について 現在の婚姻状況や、コロナ禍での結婚事情などをお届けし
ます！
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お問い合わせは
川前支所まで！

（TEL 0246-84-2111）

参考：厚生労働省 人口動態統計速報（2021 年 12 月分）、婚姻延期に関する調査（リクルートブライダル総研調べ）

　　　恋愛・結婚調査 2021（リクルートブライダル総研調べ）、婚活実態調査 2021（リクルートブライダル総研調べ）
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各婚活サービスの利用経験割合
（恋愛もしくは結婚意向がある恋人のいない独身者の） オンライン婚活のメリット

自宅で出来るので移動が不要

手元にメモを置いておけるので安心

話している自分の顔を確認できる

リアルデートよりも費用がかからない

リアルで会うよりも時間が自由

感染症を気にせず会える

次回は、
「男女の違い」

について
お届けします！


